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株式会社ビンクの第三者割当増資引受 
及び子会社の異動に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、株式会社ビンクが実施する第三者割当増資を、株式会社
ビンクが平成24年５月18日に開催予定の臨時株主総会において、第三者割当増資による新株式発行
に関する議案が承認可決されることを条件として、当該増資の全株を引き受けることを決議いたしました
ので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本第三者割当増資引受けの結果、平成24年６月１日付で株式会社ビンクは新たに当社の連結
子会社となる予定であります。 

 

記 

 
1. 第三者割当増資引受について 

① 第三者割当増資引受の目的 

株式会社ビンクの冠婚葬祭事業者向け人材派遣事業における採用力・人材育成のノウハウ
と、株式会社ビューティ花壇の持つ商品開発力・事業プロデュース力・全国事業拠点を活用し
て、冠婚葬祭事業者の人的経営課題に対する新たなサービスの開発と新しいソリューションサ
ービスを提供する為、基本合意書を締結し株式を取得するものであります。 

 

② 第三者割当増資引受の内容 

引受株数  普通株式 3,500株 

引受価額  １株につき10,000円 

引受価額の総額  35,000,000円 

払込期日  平成24年６月１日 

株式取得後の所有議決権数の割合  99.9％ 

 

 

 



2. 子会社の異動について 

異動する子会社（株式会社ビンク）の概要 

（1） 名 称 株式会社ビンク 

（2） 所 在 地 東京都練馬区練馬1-36-2 

（3） 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 代表取締役社長 松本昭典 

（4） 事 業 内 容 特定労働者派遣事業 

（5） 資 本 金 10,000円 

（6） 設 立 年 月 日 平成18年７月４日 

（7） 大株主および持株比率 松本 昭典（100％） 

資 本 関 係
当社と当該会社との間には、記載すべき資本関
係はありません。 

人 的 関 係
当社と当該会社との間には、記載すべき人的関
係はありません。 

取 引 関 係
当社と当該会社との間には、記載すべき取引関
係はありません。 

（8） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 と の 関 係 

関 連 当 事 者

へ の 該 当 状 況

当該会社は、当社の関連当事者には該当しませ

ん。また、当該会社の関係者及び関係会社は、

当社の関連当事者には該当しません。 

（9） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 平成21年６月期 平成22年６月期 平成23年６月期 

純 資 産 △11,370千円 △14,771千円 △14,177千円 

総 資 産 9,660千円 11,848千円 11,130千円 

１ 株 当 た り 純 資 産 △11,370千円 △14,771千円 △14,177千円 

売 上 高 55,544千円 71,815千円 87,593千円 

営 業 損 失 3,252千円 2,207千円 693千円 

経 常 利 益 又 は 

経 常 損 失 （ △ ） 
△3,505千円 △3,329千円 665千円 

当 期 純 利 益 又 は 

当 期 純 損 失 （ △ ） 
△3,581千円 △3,401千円 594千円 

１株当たり当期純利益又は

1株当たり当期純損失（△） 
△3,581千円 △3,401千円 594千円 

１ 株 当 た り 配 当 金 －円 －円 －円 

 

 

 

 

 

 



3. 第三者割当増資引受前後の所有株式の状況 

（1） 異 動 前 の 所 有 株 式 数

０株 

（議決権の数 ： ０個 ） 

（所有割合 ： ０％ ）  

（2） 取 得 株 式 数

3,500株 

（議 決 権 の 数 ： 3,500個  

（発行済株式数に対する割合 ： 99.9％ ） 

（取 得 価 額 ： 35,000,000円 ）  

（3） 異 動 後 の 所 有 株 式 数

3,500株 

（議 決 権 の 数 ： 3,500個 ） 

（所 有 割 合 ： 99.9％ ）  

 

4. 今後の見通し 

本株式取得により連結業績にあたえる影響については、現在精査中であり、影響が見込まれる場合

は速やかに開示いたします。 

 

 

以    上 


